日本教育社会学会国際活動奨励賞（第３回）の募集について

日本教育社会学会　国際活動奨励賞特別委員会

　

日本教育社会学会国際活動奨励賞は、会員による国際的研究活動の奨励・支援を目的として、すぐれた研究成果を積極的に日本語以外の言語(以下、外国語)で日本国外に発信している会員の活動に対して学会より授与するものです。

　日本教育社会学会国際活動奨励賞（平成28学会年度）の募集を、次の要領で受け付けます。「日本教育社会学会国際活動奨励賞要綱」、「国際活動奨励賞推薦票」の注意事項をお読みの上、ご応募いただきますようお願い申し上げます。

Ⅰ　応募の条件・必要書類等

① 賞の対象となる活動・業績

本年9月の総会において要綱を改定し、学術雑誌の外国語論文ならびに外国語で書かれた図書を国際的な学術研究活動の成果として評価することにしましたが、今回は経過措置として、前回までと同じく学会・国際会議等での外国語での発表ならびに報告書も対象としています。いずれもfirst authorに限ります。

②　必要書類

論文：　掲載誌１冊および抜き刷り（コピー可）３部

著書・報告書：正本１および副本３（ただし副本については、コピーを製本したものも可）。

学会・国際会議の発表等：会議のプログラムおよび発表原稿・要旨・資料のコピー４部

いずれも英語以外の場合には、活動内容がわかるような日本語の翻訳ないし要約をつける（様式、字数任意）。

③　申請票の提出

　申請票は、日本語フォーマット、あるいは英語フォーマット(APPLICATION FORM)のいずれかに漏れなくご記入ください。申請票の様式は、日本教育社会学会ホームページよりダウンロードすることができます。

　応募書類は返却いたしませんのでご了承ください。

Ⅱ　書類の送付先、締め切り

応募の必要書類は、下記あて、郵送（宅配便も可）してください。

〒602-8580　京都市上京区新町通今出川上ル　同志社大学社会学部　尾嶋研究室気付

日本教育社会学会国際活動奨励賞特別委員会事務局宛
（表面に日本教育社会学会国際活動奨励賞応募書類と明記）

締め切り　2017年3月10日（必着）　受理次第、電子メールにてその旨連絡します。

Ⅲ　申請の要件等について

　候補活動の対象は、「日本教育社会学会国際活動奨励賞要綱」（学会ホームページを参照）に定めるとおりです。申請に当たっては要項をご熟読いただきますようお願いします。その要点は次のとおりです。

①　申請できる会員は、選考の対象となる研究業績が発表された時点で、研究歴が20年以下の会員とします。研究歴は、大学院入学時から算出しますが、この条件に該当するか否かについては、日本教育社会学会国際活動奨励賞特別委員会（以下、特別委員会）が審査いたします。この条件に該当するか不明の場合には、特別委員会事務局（jses.international.award@gmail.com）に2017年2月20日（月）までにお問い合わせください。

②　賞の選考は、２年間を単位として、この間に発表され、かつ、会員から申請のあった活動を対象に行います。今回の選考は、2015年1月1日から2016年12月31日までに発行されたものを対象とします。

③　会員が申請できる活動は、自薦・他薦を含めて会員一人あたり１点です。

④　国際活動奨励賞選考委員は、申請することはできません。

⑤　授賞点数は、２年間で、原則として２点程度です。賞の授与は、会員一人につき、１回を限度とします。 

⑥　賞の授与は、隔年の年次大会総会において行います。

Ⅳ　お問い合わせ先　（電子メールにてお願いします）

国際活動奨励賞特別委員会事務局（jses.international.award@gmail.com）

日本教育社会学会国際活動奨励賞要綱
1.（名称）
賞の名称を、「日本教育社会学会国際活動奨励賞」（以下、賞）とする。
2.（目的）
　 賞は、会員による国際的研究活動の奨励・支援を目的として、すぐれた研究成果を積極的に日本語以外の言語(以下、外国語)で日本国外に発信している会員の活動に対して学会より授与するものである。
3.（対象）
　(1) 国際的な学術研究業績（外国語で発表された学術雑誌論文、図書など）を対象とする。いずれもfirst authorに限る。
　(2) 留学生が日本での研究成果を、外国語を用いて母国ないし他国で発表する場合を含む。
　(3) 会員により申請（自薦または他薦）のあった研究業績を選考の対象とする。申請できる研究業績は対象者あたり１点とし、所定の期間に発表されたものとする。
　(4) 賞の対象となるのは、研究業績が発表された時点で、研究歴が２０年以下の会員とする。研究歴は、大学院入学時から算出するが、この条件に該当するか否かについては、日本教育社会学会国際活動奨励賞特別委員会（以下、特別委員会）が審査する。
4.（選考）
　(1) 賞の選考は、特別委員会が行い、選考結果を会長に報告する。
　(2) 賞の選考は、２年間を単位として行う。
　(3) 申請の方法および選考の方法については、特別委員会が別に定める。
(4) 授賞点数は、２年間で、２点程度とする。
(5) 賞の授与は、会員一人につき、１回を限度とする。
5.（賞の授与）
(1) 賞の授与は、隔年の年次大会総会において行う。
　(2) 授賞者には、正賞として表彰状ならびに副賞を授与する。
6.（要綱の改正等）
(1)この規定に定めるもののほか、必要な事項は、特別委員会が決定する。
　(2)本規定の改正については、理事会の議を経て、総会の承認を得るものとする。
　
附則
1．平成24年10月28日施行。
2．平成28年9月17日改正。

日本教育社会学会　第３回国際活動奨励賞　推薦（自薦・他薦）票

	【1】自薦他薦の別（いずれかに○）
	　　　1.自薦　　　2.他薦

	【2】推薦会員について（他薦の場合のみ記載）

　自薦および他薦できる研究業績は、自薦・他薦合わせて、会員一人あたり1点です。

	氏名


印
	所属機関
	職位

	連絡先　〒

　　住所

　　電話　　　　（　　　　）　　　　　　　　E-mail

	【3】申請する業績について　

推薦（自薦・他薦）する業績1点　2015年1月1日から2016年12月31日の間に発行された業績が対象です。

	表題（原題・和訳）

	発表年月（日）　　　　　　　年　　　月　　　日　発表日が特定されている場合は日付まで記入してください。

	発表の形態　1.　雑誌論文　　2.　図書　　3.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	業績の発行者

	書誌情報　誌名(書名)，巻号，ページ
	業績の使用言語

	査読の有無（いずれかに○）
	1.査読あり　　　　2.査読なし　

	【4】被推薦会員（業績の著者）について（自薦・他薦の別にかかわらず記載）


	他薦の場合は、被推薦会員の生年月日、略歴等について、わかる範囲で記載してください。

	氏名
	所属（推薦する業績が発表された時点における）

	生年月日

　　19　　　　年　　　月　　　日
	大学院入学年月日

 　　　　　　　年　　　　月　　　　日
	申請する業績が発表された時点で最初の大学院入学から20年を経ていないことを要件とします。

	連絡先　〒

　　住所

　　電話　　　　（　　　　）　　　　　　　　E-mail


推薦（自薦・他薦）票は、2頁まであります。
	【5】被推薦会員の略歴　大学学部卒業以降現在までの学歴、職歴、受賞歴等について、簡単に記載してください。それぞれ年月を必ず記載してください。

	

	【6】推薦（自薦・他薦）する業績についての推薦書　

自薦・他薦の別にかかわらず、国際活動としての意義も含めて800字程度で記載してください。

	


※今回は、経過措置として、報告書･学会発表に関しても推薦の対象とします。その場合には、学会名･学会開催日時･場所・ウェブページがある場合にはそのURL・Proceedingsなど、その業績の情報を適宜、記入･添付してください。

